
平成２７年度学校経営グランドデザイン（鉾田市立上島西小学校）

本県教育の目標 鉾田市教育目標
○ひとりひとりの能力を開発し 夢と希望をもち，未来を拓く心豊かな人づくり

豊かな人間性をつちかう ○ ひとりひとりの知性を磨き，夢の実現に向けて努力する

○じょうぶな体をつくり 生きる力 態度を育てる。
たくましい心を養う ○ 互いの人格を尊重し，共に支え合う豊かな心をはぐくむ。

○郷土を愛し協力しあう心を育てる ○ 心身共に健康で，たくましく生きる力をはぐくむ。
○ 郷土を愛し，勤労と責任を重んじ，国際社会に貢献する

態度を育てる。
学校教育指導方針

○ 一人一人を生かす創意と活力に
満ちた学校づくり

本 校 の 教 育 目 標
心身ともにたくましく，心豊かな子どもの育成

め ざ す 学 校 の 姿 め ざ す 教 師 の 姿

○か 活気に満ち，美しい学校 ○か 感動しあえる教師

○み 認め合い，学び合う学校 ○み 身をもって示す教師

○に 人間的ふれあいのある温かい学校 ○に 人間愛に満ちた感受性豊かな教師

○し 信頼され，開かれた学校 ○し 指導力があり，保護者や地域から信頼さ
れ親しまれる教師

め ざ す 児 童 の 姿

○か 体も心もたくましい子(体） ○み 自ら考え，進んで学ぶ子（知) ○に にこやかで思いやりのある子（徳） ○し 仕事熱心にがんばる子（勤労）

保護者の願い 本校児童の実態

学校経営の方針
茨城県・鉾田市教育委員会の目標や方針を踏まえ，本校教育目標の達成を目指し，児童や教職員・保護者・地域と

の連携を密にし，互いにつながりあった信頼される学校づくりを推進する。

学校経営の重点
○ 学習指導の工夫改善を図り，教師の指導力向上に努め，児童に分かる喜び・学ぶ楽しさを実感させる。
○ 体験的な活動及び道徳指導の充実により豊かな心を育てる。
○ 特色ある学校づくりに努めると共に，家庭や地域社会との連携を図り，開かれた，健康で安全な学校づくりを

推進する。

組 織 目 標
○ 一人一人のもつよさや可能性を最大限に伸ばし，確かな学力と豊かな感性を育む。（個別指導・体験活動の充

実）
○ 豊かな表現力を育むための指導の工夫を図る。（話合い活動の充実・言語活動の充実）
○ 心豊かな児童の育成を図る。（上西しぐさの奨励・縦割り班活動の充実・道徳指導の充実）

主な努力事項 具 体 的 な 施 策

【１】少人数学級に対応した「わかる授 ① 繰り返し指導や習熟の程度に応じた指導，学習への興味関心を高める
業」の工夫と基礎的・基本的内容の 多様な指導，ＴＴの指導等により個に応じた確かな学力の定着を図る。
確実な定着 ② 個別指導やドリル時間を有効に活用し，基礎・基本の定着を図る。

月例テスト 80 点以上， 8 割以上
③ 自校の「学校改善プラン」の作成と指導法の工夫に努める。
④ 豊かな情操と学習の基礎である読解力を養う読書指導の充実を進める。
⑤ 家庭と連携し，家庭学習の習慣化に努める。家庭学習提出率 100 ％

【２】豊かな心や健やかな体を育てる教 ① 道徳の時間の充実を図り，児童の心に響き，道徳的実践力を育む活動
育の充実 の充実に努め，児童相互や児童と職員との豊かな人間関係を育む。

（勤労・奉仕活動，福祉施設訪問，学校間交流活動，異学年集団の縦割り班活動等）
② 体験的な教育活動の工夫改善を図る。（意図的・計画的な体験活動）
③ 体育科の授業や体育的行事の工夫，運動遊びの奨励による体力づくり
の充実を図る。 体力テストＡ＋Ｂ 80 ％以上

④ 家庭と連携して上西しぐさの定着を図り，基本的生活習慣の確立に努
めるとともに，豊かな心を育成する。（あいさつ，話し方，時間の厳守等の学
校生活スキルトレーニングの実践）

⑤ 業間運動を通じてのスポーツの生活化を図る。（体育的行事との連携）
⑥ 体力テストを生かした個に応じた指導に努める。（結果の分析と事後の指
導，指導計画や指導体制の工夫）

【３】家庭や地域に開かれた特色ある学 ① 地域との共催で実施する学校行事の充実を図る。（運動会，上西フェステ
校づくり・安全な学校づくり ィバル等）

② 地域や外部の人材を活用した教育活動の実践に努める。（農業体験，茶道
教室，生活科・総合的な学習の時間でのＧＴの活用）

③ 学校評価の実施とその分析により，教育活動の改善を図る。
保護者の学校公開への肯定的解答 80 ％以上

④ 授業公開や各種たより（学校・学年・保健・ＰＴＡだより・ＨＰ等）
を通して情報を発信し，学校教育への理解と啓発に努める。

⑤ 学校内外における安全教育の徹底と自己管理能力の育成を図るととも
に保護者・地域と連携して安全確保を図る。（避難訓練の定期的な実施，
訓練内容の多様化，校外学習時や下校時の不審者対策の徹底）

【４】校内研修の充実と教職員の資質の ① 自分の考えをまとめ，表現する力を育てる算数教育を目指しての研修
向上 を推進する。

② 心に響く道徳の授業実践に努める。
③ 支援を必要とする児童の障害に対する共通理解と教育的ニーズに応じ
た指導方法の研修を深める。（特別支援学校との連携）

④ 複式学級における効果的な指導の在り方についての研修を深める。
⑤ 生徒指導に関する研修を定期的に開催し，いじめや不登校の未然防止
等児童の課題解決に向けた取り組みを充実させる。

⑥ 三ない運動，個人情報の管理，適切な会計処理に対する校内研修の工
夫と継続指導を図る。

⑦ 上西スローガンを繰り返し指導し，教職員のコンプライアンス意識の
向上を図る。


